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新防除剤 フ ェ ン ブ コ ナ ゾー ルの使 い 方
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は じ め に

フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル (商品名 イ ン ダー@ フ ロ ア プル)

は米国 ロ ー ム ・ ア ン ド ・ ハ ー ス 社 (農薬部門 : 現在 ; ダ

ウ ・ ア グ ロ サ イ エ ン ス 社 米国 イ ン デ ィ ア ナ ポ リ ス 市)

に よ り 発見 さ れ， 1978 年 に 米 国 で特許が 申 請 さ れた ト

リ ア ゾ ー ル 系殺菌剤 で あ る 。 本剤 は 糸状菌 の 子 の う 菌

類， 担子菌類， 不完全菌類等 の病原菌の細胞膜の主要構

成成分であ る エ ル ゴ ス テ ロ ー ル の生合成 を 阻害す る SBI

ン ゴ， ナ シ， モ モ ， オ ウ ト ウ ， プ ド ウ ， 工芸作物 の茶の

各種病害 を対象 に 防除効果試験が行わ れ， そ の安定 し た

効果が確認 さ れた。 平成 13 年 4 月 26 日 に フ ェ ン プ コ ナ

ゾール水和剤 (商品名 イ ン ダー@ フ ロ ア フ.ル) が新規登

録 さ れた 。 そ の 後平成 13 年 12 月 20 日 に ブ ド ウ の う ど

ん こ 病 (8 ， 000 倍) ， り ん ご の 黒星病 (5 ， 000 倍) な どが

適用拡大 と な り 現在 で は 表-1 に 示 す 登録 内 容 と な っ て

い る 。 さ ら に 現在 は リ ン ゴ の 黒星病 (12 ， 000 倍) ， ナ シ

黒星病， 赤星病 (12 ， 000 倍) の 希釈倍 数 の 適 用 拡大 申

(Stero! biosynthesis inhibitor) 剤 に 分類 さ れ る 。 日 本 請中であ る 。

では平成 13 年 4 月 26 日 付 砂 で， 落葉果樹， 茶 に 農薬登

録 さ れた。

I 開 発 の 経 韓

本剤 は， 日 本 で は 平成 3 年 か ら 試験薬剤名 RH-7592

フ ロ ア プル と し て 青森県， 千葉県， 山形県， 山梨県， 長

野県， 静岡県， 鹿児島県 な ど の全国の試験場で果樹の リ

E 作 用 特 性

本 剤 の 作 用 点 は 既存の SBI 剤 同様， 糸状菌類 の 細 胞

膜 を構成す る 主要成分であ る エ ル ゴ ス テ ロ ー ル の 生合成

の過程 に お い て ， 2 ， 4- メ チ レ ン ジ ヒ ド ロ ラ ノ ス テ ロ ー ル

の 14 位 の 脱 メ チ ル 化 反 応 を 阻害 (DMI : Demethy!a­

tion inhibitor) す る こ と に よ り ， 糸状菌類 の 正常 な 生

表 - 1 フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル水和剤の適用病害お よ び使用方法 (平成 14 年 2 月 15 日 現在)

作物名 適用病害名 希釈倍数 (倍)
散布量

使用時期
本剤 お よ び フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル を 含

使用方法
( //1O a)  む農薬の総使用 回数

赤星病
8 . 000�12 . 000 

う ど ん こ 病
リ ン ゴ

黒星病 5 . 000�1O . 000 
収穫 14 日 前 ま で 3 回以内

モ ニ リ ア病 5 . 000 

黒星病
8 . 000 

ナ シ 赤星病 収穫 7 日 前 ま で 3 回以 内
200�700 

輪紋病 5 . 000 

黒星病 散布
モ モ

灰星病
5 . 000 収穫前 日 ま で 4 回以内

オ ウ ト ウ 灰星病 5 . 000 収穫前 日 ま で 2 回以 内 ( た だ し ， 落花後 は 1 回)

プ ド ウ
黒 と う 病

8 . 000 収穫 30 日 前 ま で 3 回以内
う ど ん こ 病

炭痘病
5 ， 000� 8 . 000 

茶 褐色 円星病 200�400 摘採 21 日 前 ま で 2 回以内

も ち 病 5 . 000 

An Introduction to a New Fungicide. Fenbuconazole. By Osamu TSUCHIDA 
( キ ー ワ ー ド : フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル， ト リ ア 、ノ-Jレ， SBI 剤， DMI 剤， エ ル ゴ ス テ ロ ー ル)
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表 - 2 フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル水和剤 の抗菌 ス ペ ク ト ル

病原菌名 作物名 病害名 効果 登録

Bob官岬加市 be.四時Je巾m ナ シ 輪紋病 O * 

Botrytis cinerea か ん き つ鎮 灰色かぴ病 O 
Cerco8pora beticola テ ン サ イ 褐斑病 。-0

Cα'lad.伺IJIO剖r.旬m c，叩α申@切rphilmn モ モ 黒星病 。 * 

Cladosporium cucun附n醐 キ ュ ウ リ 黒星病 。

CochlioboluB miyabean醐 イ ネ ごま業績れ務 。

Colle初白色治um 幼倒e-8În副lIÏ8 茶 炭 そ 病 。 * 

Diprocarpon r08ae ノ て- フー 黒星病 。

E18inoe an切eli.即 プ ド ウ 黒 と う 病 。 * 

Exobasidi即， ret主剤latum 茶 網 も ち 病 。

Exobasidium 胞xans 茶 も ち 病 。 * 

Furarium OXy8porum キ ュ ウ リ つ る割れ病 。

Gibberella fujikuroi イ ネ ばか苗病 。

G抑臨価抑m昭如m 田抱紘刻m ナ シ 赤星病 。 * 

Gymn何/10111昭郎m yan阻ぬe リ ン ゴ 赤星病 。 司ド
Helmintho8porium 岨tü四m オ オ ム ギ 斑点病 。

Monilinia fructicola モ モ 灰星病 。 * 

Monilinia fructicola オ ウ ト ウ 灰星病 。 * 

Monilinia mali リ ン ゴ モ ニ リ ア病 。 * 
品(yco8phaerella nawae カ キ 円星落葉病 。-0

Penicillium fructigenum か ん き つ類 青緑かぴ病 。-0

Penicillum italicum か ん き つ類 青か び病 。-0

Pod，伺rphaem leucotricha リ ン ゴ う どん こ 病 。 * 

P初岨恥四割碍蹄m o田llata 茶 褐色円星病 。-0 * 

Puccinia allii ネ ギ さ ぴ病 。-0

pi阻ccinia recondita コ ム ギ 赤 さ ぴ病 。

Septoria nodorum コ ム ギ ふ枯病 。

Sphaerotheca c，即urbitae キ ュ ウ リ う どん こ 病 。-0

Uncinula necator プ ド ウ う どん こ病 。 * 

Venturia inaequalis リ ン ゴ 黒星病 。 * 

Venturia nashicola ナ シ 黒星病 。 * 

(米国 ロ ー ム ・ ア ン ド ・ ハ ー ス 社資料 よ り ) ， 効果 : 。効果が高 い，

O効果が認め ら れ る ， 登録 * 釜録が あ る .

育 を 阻害す る 事が確認 さ れて い る 。 フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル

水和剤 は 表ー2 に 示 す と お り 子 の う 菌類， 担子菌類， 不

完全菌類 に 活性が高 く ， 特 に 果樹 の 黒星病， モ ニ リ ア

病， 灰星病， 茶の炭 そ 病， も ち 病 に優れた効果 を 示す。

皿 有 効 成 分

一般名 : フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル (Fenbuconazole) (ISO) 

商 品 名 : イ ン ダ ー@ フ ロ ア プ ル (Indar4Ð fiowable) . 海

外では Inda�. EnableCl!> な ど

試験薬剤名 : RH-7592 フ ロ ア プル

化学名 : 和名 : (RS) -4- (4- ク ロ ロ フ ェ ニ ル) ー2- フ ェ ニ

ルー2- ( 1 H-l ， 2 ， 4- ト リ ア ゾー ルー1ー イ ル メ チ ル) プ チ ロ

ニ ト リ ル

英 名 : (RS) -4- (4一chlorophenyI) ー2-phenyl -2- ( 1  H -

1 ， 2 ， 4-triazole-l-ylmethyI) butyronitrile (IUPAC) 

構造式 :

分子式 : C19 H 1 7CIN. 

分子量 : 336 . 83 

CI 

性状 : (類 白色水和性粘調懸濁液体 (製剤) )

蒸気圧 : 3 . 40 X 10-7 Pa (250C) (蒸気圧天秤法)

水溶解度 : 3 . 77 mg/ l (250C) ( カ ラ ム 溶出 法-HPLC)

安 定 性 : 熱， 光， 酸， ア ル カ リ (pH 5 . 0�9 . 0) に 安

定. n-オ ク タ ノ ー ル/水 分 配 係 数 OogPow) : 3 . 23 

(250C) . 土壌吸着係数 (K'oc) : 615�3 ， 710 (25 ::!:: IOC) 

W 特 徴

1 優れた予防効果 と 高い治療効果

フ ェ ン プ コ ナ ゾ ー ル は各種病害 に 対 し て優れた 予防効

果 を 示す事 に 加 え ， 治療効果が非常 に 高 い こ と が大 き な

特徴であ る 。

平成 9 年か ら 3 年間， 静岡県茶業試験場で本剤の茶の

炭 そ 病 に 対 す る 治療効果 を 確認 す る 試験が行 わ れ た 結

果， 感染 10 日 後 の 散布で極 め て 高 い 防除効果 を 有 す る

こ と が確認 さ れた 。

ま た ， 平成 5 年 に 千葉県農業試験場で本剤 の ナ シ の黒

星病の果実発病 に 対す る 治療効果 を 確認 し た 結果， 接種

5 日 後の散布で黒星病の 果実発病 に 極 め て 高 い 防除効果

を示 し た 。

2 分生胞子の発芽管の伸長抑制

ま た ， DMI 剤 は病原菌 の 生育 を 血害 す る 事が広 く 知

ら れて い る が， フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル は リ ン ゴ の モ ニ リ ア

病， 梨の黒星病 を 用 い た 試験 に お い て ， 本剤の散布 に よ

り 分生胞子の発芽管 の生育が強 く 血害 さ れ る 事が確認 さ

れた。 こ の事 は モ ニ リ ア病， 黒星病菌の 2 次感染 を 阻害

す る 可能性が あ る 事が示唆 さ れた 。

3 移行性 と 耐爾性， 残効性

フ ェ ン プ コ ナ ゾ ー ル の 水溶解度 は 3 . 77 mg/ l と 比較

的低 く ， 散布後の本剤の移行性 も 低 い 。 ま た 蒸気圧 も 低

い事か ら ， 有効成分が散布葉 に と ど ま り 安定 し た 耐雨性

と 残効性 を 示す。

4 作物 への安会性

DMI 1fIJ の 副作用 と し て ， 作物 の 生育 を 抑 制 す る 事が

知 ら れて い る が， フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル は 日 本国 内 で実施

さ れた効果試験や社内試験 に お い て も 何 ら 薬害の報告 は

さ れて い な い。 ま た ， 登録希釈倍数 も 5 ， OOO�12 ， OOO 倍
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と 高 く 濃度 は低 い事か ら 作物への汚れが極 め て 少 な い薬

剤 の ひ と つ で あ る 。 ま た ， 他剤 と の 混 用 性 も 良 好 で あ

り ， 汚れを嫌い， 薬 剤 に 敏感 な 果樹の 防除薬剤 と し て優

れた性質 を有 し て い る 。

V 安 全 性

1 人畜毒性

原体お よ び製剤 の 各種毒性試験結果 は 表-3 に 示 す と

お り 普通物であ り ， I恨や皮胞に対す る 刺激七1: も 陰性であ

る 。

2 有用生物に対す る 影響

本剤の原体お よ び製剤 の有用生物 に対す る 影響 を 表-4

に 示す。

( 1 )  水生生物 に対す る 影響

本 剤 の 水生生物 に 対 す る 影響 を 表 4 に 示す。 本 剤 の

水生生物 に 対 す る 毒性 は 低 く ， 魚、毒性 は A 類相 当 (製

剤) であ る 。

( 2  ) 有用昆虫 に対す る 影響

ミ ツ バチ に 対 し 1 ， 000 倍で試験 し た 結果， 殺虫活性 は

な く ， 群態お よ び訪花活動 に対 し て も 影響 は ほ と ん ど な

い と 判 断 さ れ た 。 マ メ コ パチ に対 し て 5 ， 000 倍で試験 し

た 結果， 成虫 に対す る 影響 は ほ と ん ど な い と 判断 さ れた。

( 3  ) カ イ コ への影響

カ イ コ に対す る 安全基準 日 数 は 15 日 と 判断 さ れた。

( 4 )  花芽形成， 花粉に及ぽす影響

リ ン ゴ， ナ シ， オ ウ ト ウ ， ブ ド ウ で は次年度の花芽形

成 に影響 は認め ら れず， ま た ， 花粉の発芽 に 及 ぽす影響

は ほ と ん ど認め ら れな か っ た 。

表 3 若年性試験

試験の種類 {共試剤 供試生物 投与方法 LD 50 (mg/kg) 
急性毒性 原体， 製剤 ラ ッ ト ， マ 経口 û"jU雌 > 5 ， 000

ウ ス

原体， 製剤l ラ ッ ト 経皮 雄雌: > 5 ， 000 

原体， 製剤l ラ ッ ト 吸入 m雌: > 2 . 1  

一次刺激性 原体， 製剤 ウ サ ギ l恨， 皮j苛 刺激性 な し

l支l'Æï感作性 原体， 製剤 モ ノレモ ッ ト 皮府 陰性

表 4 水生生物に対す る 影響

f:U:試剤 f11:試生物 LC50 (pp111) 
原体 (98%) コ イ 3 . 0  (96 h)  

タ 7 ミ ジ ン コ > 50 . 0  (24 h) 

水和剤 (22%) コ イ 4 . 0  (96 h) 

タ マ ミ ジ ン コ > 50 . 0  (24 h) 

VI 上 手 な 使 い 方

1 リ ン ゴ の モ ニ リ ア病， 黒星病防除 ( 図 - 1 ， 表-5)

フ ェ ン プ コ ナ ゾー ル は モ ニ リ ア病の潜伏感染期 の散布

で優れた 治療効果 と 予防効果 を示す。 本 剤 の 開花直前の

散布 と 芽出以降の慣行殺菌剤 と の体系防除で， モ ニ リ ア

病 を 効率的 に 防除 す る 事が可能であ る 。 ま た ， 開花前後

の重要病害 で あ る 黒星病に も 優れた 防除効果 を 示す事が

確認 さ れて い る 。

マ フェンプコナゾー ルの防除適)�I j : 慣行防除時期
発芽JVI 展事iV�1 開花j切 落花期 幼果期
〔 芽 出 直 後 芽出 10日後) [開花直前 落花直後〕

モリニア病 マ
一一一一ー \\ 

謀 長l病 マ マ
---r 

赤星病 マ 守
一一一ー一一 \\ 

うどんこ病 マ マ

図 - 1 リ ン ゴ/発病消長 と 防除適期

表 - 5 リ ン ゴ での上手 な使 い 方 (例)

イ史!羽|時j切 地域 対象病害 希釈倍数 使用方法

モ ニ リ ア病 モ ニ リ ア病
5 ， 000 倍

IJfJ1E直前 発病地域 黒星病

赤星病
他地域 う ど ん こ 病

1 0 ， 000 倍 散布

1答花期 ま た は
黒星病

落花直後
全域事 赤星病 1 0 ， 000 倍

う ど ん こ 病

- た だ し DMI の混合剤を指導 し て い る 地域 を 除 く .

2 茶の炭 そ 病， も ち 病防除 ( 図ー2， 表 6)

マ : 7エンプコナゾールの防除適期 1 ・ 慣行防除時期
1 7.r..;"ブコナゾーJレ |

マ 出口同一生一炉ih込)­採一や関門­f一(一岡田一ー育一生一茶一番一)一採一志向一 lit­(一j

 

Huv一ー育一生一終一両j4

 

萱そ一一山 町帆
もち病

↓ l 守
:...------一一一一一1.----

マ
ー-一一一 、\ 4二コ

三::;"

褐 色円星病 緑斑戸状
「一一一一------ : . . . . . . . 一 一 ぃ 一 一 一 : \ 二�寸

図 - 2 茶/発病詳1:長 と |勿除適期 (三襟茶を摘採 し な い 園 で

の例)
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表 - 6 "1佐での上手な使い 方 (例)

使用l時期 使m 方法

1I�終摘採後

(2�3 薬開業期)
散布

注) 炭 そ病， 掲色円星病 に は， 5 ，  000�8 ， 000 倍で適用 が あ る . 本

邦lの使用l時期 ・ 回数は， r摘採前 2 1 目 前 ま で ・ 2 回以内」 であ

る.

フ ェ ン ブ コ ナ ゾー ル は 炭 そ 病 に優れた 治療効果 を 示 す

の で， 感染後の 2�3 葉 |苅葉期 の散布で優 れ た 防除効果

を示す。 ま た ， 持続性 に優れ て い る の で， 三番茶 を摘採

し な い 園 で は 三番茶の生育期， 三番茶 を摘採す る 園 で は

秋芽生育期が防除適期 と な る 。
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appl ications and mechanisms of action， 2nd edition， Gus­
tav Ficscher， Chapter 1 2  

芳子子l2l書 日 本植物病名 目 録(初版)
日 本植物病理学会 編 8 5 判 本文 734 頁 + 索引他 124 頁

定価 1 1 ， 5 5 0 円税込み (本体 11 . 000 円) 送料サ ー ビ ス

1960 年か ら 発行 さ れた 日 本有用植物病名 目 録 : 第 I 巻 (食用作物 ・ 特用作物 ・ 牧草 ・ 芝草) ， 第 2 巻 (野菜お よ

び草花) ， 第 3 巻 (果樹) ， 第 4 巻 (針葉樹， 竹 笹) ， 第 5 巻の広葉樹 (林木 ・観賞樹木) ま での全 5 巻 に 新規 に 「 き

の こ 」 を 追加 し て 一冊 に纏 め た 見や す い 大植物病名 目録です。 掲載内容は， 食用作物， 特用作物， 牧草及び

芝草， 野草， 野菜， き の こ ， 草花， 果樹， 針葉樹， 竹 笹， 広葉樹， 索号 I (宿主平1]名， 宿主学名， 病原学名， 病

原和名， ウ イ ル ス ・ ウ イ ロ イ ド の種名 ・ 略号 ・ 和名 ・ 科名 お よ び属名一覧表。

お 申 し込みは直接当協会へ， 前金 (現金書留 ・ 郵便為替) で申 し込むか， お近 く の替応でお取 り 寄せ下 さ い.
社団法人 日 本欄物防疫協会 出版情報グルー プ 〒 170-8484 東京都豊島区駒込 1-43- 1 1

郵郵便振替 口座 0 0 1 10-7-177867 TEL (03) 3944-1561  ( 代 ) FAX (03) 3944-2103 メ ー ル : order @jppa.or.jp 

兵湾�の桓物解書ラ イ プラ グ ー 各tIIf と も 8 6 判 定価 1 ， 326 円税込み (本体 1 . 263 円 )

イ ネ い も ち 病 を 探 る 口絵 2 頁 + 本文 1 74 頁 小野小三郎 著 (送料 240 円 )

作物の病気 を 防 ぐ く す り の話 本文 121 頁 上杉 康彦 若i: (送料 240 円 )

虫 た ち と 不思議 な 匂 い の世界 本文 187 頁 玉木 佳 男 著 (送料 240 円)

日 本 ロ ー カ ル 昆 虫 記 本文 220 頁 今村 和夫 若 (送料 310 円)

ミ ク ロ の世界 に 魅せ ら れ て 本文 221 頁 後蔵 正夫 箸 (送料 310 円 )

茶の効用 と 虫の害 本文 166 頁 刑部 勝 著 (送料 240 円 )

リ ン ゴ害 虫の今昔 本文 270 頁 奥 俊夫 箸 (送料 310 円 )

お 申 し込み は蕊接当協会へ， 前金 (現金替留 ・ 郵便振替) で申 し込むか， お近 く の君主J苫でお取 り 寄せ 下 さ い.
社罰法人 日 本櫛物防疫協会 出版情報グループ 千 1 70-8484 東京都農島区駒込 1-43司1 1

郵便振替口J!! 001 10骨子 1 77867 TEL (03) 3944-1561 (代) FAX (03) 3944-2103 メ ー ル : order@jppa.or.jp 

一- 3 1 一一一


